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ハーム・リダクション

　ハーム・リダクションとは，もともと
物質使用に関する治療，実践から生
まれてきた理念であり，違法か合法か
に関係なく，物質使用や特定の行動を
「ただち」にやめることを求めず，そ
のうえで，それらの物質や行動が引き
起こす，さまざまな健康上のあるいは
社会的なリスクを優先づけし，そのリ
スクからの影響を減らすための介入
と定義されている1。ハーム・リダクシ
ョンは，厳罰政策の限界から出発した，
効果的な公衆衛生政策と支援実践の
理念であり，何よりも薬物使用者の人
権を尊重し，支援から疎外された人間
を孤立から救い出すための倫理的実
践であると言われている。その実践
のタイプから，従来型（違法薬物の使
用許可エリアの設定），付随する害の
低減・除去型（加熱式タバコ・1円パチ
ンコ），報酬効果低減型（低カフェイン
飲料・低カロリー食品）に分けること
ができる。

ギャンブルとハーム・リダクション

　筆者は，ギャンブルにおけるハーム・
リダクションアプローチを考えるにあ
たり，「のりうち」の可能性に注目して
いる。「のりうち」の学術的な定義は，
「複数のギャンブラーが一緒にギャン
ブルを行い，お互いの収支がプラスに
なるように相談しながらギャンブルを

し，最終的な収支差額を折半する」こ
とである2。筆者を含む研究グループ
は，予備的な研究を終えたばかりであ
るが，40名のギャンブラーを対象に無
作為化比較対象試験を実施し，「他人
の存在が危険なギャンブルを抑制する
のではなく，刺激する」ことを明らかに
した。二次的な解析を実施したところ，
重症度の高いギャンブラー同士の場
合，一人でギャンブルをする場合と比
較して，「のりうち」をした場合のほう
が，ギャンブルの抑制につながる可能
性を示唆した。今後，スロットマシー
ンやパチンコ，ディーラーとのテーブ
ルゲームなど，実機や実際のギャンブ
ル場での研究の実施，謝礼を支払った
うえで，協力者自身のお金を使用して
もらうなど，より実際のギャンブルに近
い形での研究成果を積み重ねていく
ことで，「のりうち」が「本当に」ギャ
ンブルのハーム・リダクションアプロー
チとして有効か，明らかにしていくこ
とが可能であろう。

社会的促進・社会的存在の影響を 
検討したギャンブル研究者

　横光らの論文が出版されて間も
なく（正確には39日後），ギャンブ
ル研究の第一人者であるグリフィス
（Gri�iths, M. D.）博士が，コメント
論文3を発表している。そこでは，「横
光らの論文では引用がされていない
が，社会的促進や社会的存在の影 

響を検討した研究は他にも複数ある
ので，横光らはもっとそういった論文
を引用しなさい」というものであっ
た。横光らの論文の主な狙いは「の
りうち（つまり，複数で一緒に行うだ
けではなく，収支差額を折半するこ
と）」にあったため，社会的促進や社
会的存在の影響に関する引用が少な
かったと言える。横光らの論文では，
ギャンブル時の社会的存在の影響を
検討した研究者であり，他者から観
察されることで，ギャンブル行動が抑
制されることを明らかにしたロックロフ
（Rocklo�, M. J.）博士の論文は複数
引用されている。このように，他者が
存在するかどうかと，他者との収支差
額を折半するかどうかとは，ギャンブ
ル行動に異なる影響を与えるかもしれ
ない。

おわりに

　筆者はギャンブルとハーム・リダクシ
ョンアプローチの研究をしながら，「ギ
ャンブルと上手に付き合うことはでき
るのか」という問いに挑戦している。
現在，オンラインカジノをはじめとして，
インターネットからいつでも，どこから
でも参加可能なギャンブルの問題が
顕在化し始めてきている。社会から
の要請は，これまで以上のギャンブル
研究の加速化であり，ギャンブル研究
者が増えていくことは筆者の願いでも
ある。
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